
國學院大學学術情報リポジトリ

蘇軾『書伝』における史事の引用について

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 青木, 洋司, Aoki, Yoji

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00000213URL



蘇軾『書伝』における史事の引用について— 173 —

陳
氏
は
、「
文
籍
や
や
備
わ
る
漢
代
以
降
の
史
事
を
引
く
例
は
『
書
伝
』

中
に
多
数
見
ら
れ
、
そ
れ
が
『
書
伝
』
の
方
法
上
の
特
色
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
解
経
は
、『
尚
書
』
注
釈
史
に
於
い
て
特
異
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
蜀
学
の
経
学
著
作
を
通
じ
て
も
稀
で
あ
る
。」
と
す
る
。
陳

氏
は
、『
書
伝
』
に
は
漢
代
以
降
の
史
事
を
引
用
す
る
こ
と
が
多
く
存
在

し
、
そ
れ
は
『
尚
書
』
注
釈
史
に
お
い
て
特
異
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
と

指
摘
す
る
。

陳
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
書
伝
』
に
は
史
事
の
引
用
が
多
く
存
在

し
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
陳
氏
の
議
論
に
は
傾

聴
す
べ
き
点
も
あ
る
が
、
本
稿
で
検
討
す
る
よ
う
に
、「『
尚
書
』
注
釈
史

蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）、
字
は
子
瞻
、
号
は
東
坡
。
眉
州
眉

山
（
現
在
の
四
川
省
眉
山
市
）
の
人
。
宋
代
を
代
表
す
る
士
大
夫
の
一
人

で
あ
り
、
そ
の
著
作
は
多
岐
に
わ
た
る
。
な
か
で
も
、『
書
伝
』
は
、
北

宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
有
力
な
注
釈
書
で
あ
っ
た
『
尚
書
新
義
』
と
の
関

係
や
蔡
沈
『
書
集
伝
』
へ
の
影
響
な
ど
『
尚
書
』
注
釈
史
に
お
い
て
重
要

な
著
作
で
あ
る
。

『
書
伝
』
に
は
様
々
な
特
徴
が
存
在
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、『
尚
書
』

注
釈
に
お
い
て
後
世
の
史
事
を
引
用
し
、
経
文
を
解
釈
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
こ
の
特
徴
は
、
蔡
根
祥
氏
が
初
め
に
論
じ
、
さ
ら
に
は
陳
佑
真

氏
も
論
じ
て
い
る（
１
）。

蘇
軾
『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
に
つ
い
て青

木
洋
司
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に
お
い
て
特
異
」
や
「
漢
代
以
降
の
史
事
を
引
く
」
な
ど
と
す
る
点
に
は

問
題
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
陳
氏
の
い
う
よ
う
に
、
蘇
軾
『
書
伝
』『
易

伝
』
や
蘇
轍
『
詩
集
伝
』『
春
秋
集
解
』
な
ど
の
経
書
注
釈
書
を
一
連
の

「
蜀
学
の
経
学
著
作
」
と
み
な
し
て
良
い
か
は
疑
問
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
は
『
尚
書
』
注
釈
史
に

お
け
る
位
置
付
け
、
特
に
先
行
す
る
注
釈
で
あ
る
『
尚
書
正
義
』
や
蘇
軾

の
文
集
と
の
関
係
も
含
め
て
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
尚
書
正
義
』
を
始
め
と
す
る
『
尚
書
』
注
釈
史

に
お
け
る
位
置
付
け
を
確
認
し
、
そ
の
後
、『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の

引
用
を
検
討
し
、
そ
の
『
尚
書
』
解
釈
に
お
け
る
特
徴
や
文
集
と
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
『
書
伝
』
は
、『
儒
蔵
』
精
華
編
第
一
三
冊
（
北
京
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
四
）
所
収
『
書
伝
』、
蘇
軾
の
文
集
は
、『
蘇
軾
全
集
校
注
』（
河

北
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
所
収
『
蘇
軾
文
集
』
を
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と

し
た
。

一
、『
尚
書
正
義
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用

『
尚
書
』
注
釈
史
に
お
け
る
位
置
付
け
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、

『
書
伝
』
以
前
の
現
存
す
る
唯
一
の
『
尚
書
』
注
釈
書
で
あ
る
『
尚
書
正

義
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
を
検
討
し
た
い（

２
）。

『
尚
書
正
義
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
は
、
孔
安
国
の
伝
（
以
下
、
伝

と
略
す
）
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、「
散
鹿
台
之
財
、
発
鉅
橋
之
粟
」

の
孔
穎
達
の
疏
（
以
下
、
疏
と
略
す
）
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
史
記
』
銭
に
作
る
。
後
世
、
追
論
し
、
銭
を
以
て
主
と
為
す
の

み
。『
周
礼
』
に
泉
府
の
官
有
り
。『
周
語
』
に
称
す
、
景
王
、
大
銭

を
鋳
る
、
と
。
是
れ
周
の
時
、
已
に
泉
に
名
づ
け
て
銭
と
為
す
な

り
。『

史
記
』
作
銭
。
後
世
追
論
、
以
銭
為
主
耳
。『
周
礼
』
有
泉
府
之

官
。『
周
語
』
称
景
王
鋳
大
銭
。
是
周
時
已
名
泉
為
銭
也
。（『
尚
書

正
義
』
武
成
、
疏
）

は
じ
め
に
、
経
文
の
「
鹿
台
の
財
」
を
『
史
記
』
殷
本
紀
で
は
「
鹿
台

の
銭
」
に
作
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
次
に
経
文
と
『
史
記
』
と
の
異
同
の
問

題
に
対
し
て
、『
周
礼
』
に
見
え
る
泉
府
の
官
と
と
も
に
、『
国
語
』
周
語

に
見
え
る
、
周
の
景
王
が
大
き
な
銭
を
鋳
た
と
い
う
史
事
を
引
用
し
、
周

の
時
に
銭
と
い
う
言
葉
が
存
在
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。

疏
で
は
、
経
文
を
解
釈
す
る
た
め
に
『
国
語
』
に
見
え
る
周
の
景
王
の

史
事
を
引
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
史
事
の
引
用
は
『
尚
書
正
義
』
に
見
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え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
見
え
る
経
文
解
釈
以
外
に
も
、
伝
の
解

釈
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
伝
「
宝
刀
、
赤
刀
削
。
大
訓
、
虞
書
典

謨
。
大
璧
、
琬
琰
之
珪
為
二
重
」
へ
の
疏
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
呉
録
』
に
称
す
、
呉
の
人
、
厳
白
虎
、
衆
を
聚
め
て
反
し
、
弟

の
興
を
し
て
孫
策
に
詣
ら
し
む
。
策
、
白
削
を
引
き
席
を
斫
る
。
興

の
体
動
き
て
曰
は
く
、
我
、
刃
を
見
れ
ば
然
り
と
為
る
、
と
。
然
し

て
赤
刃
を
赤
削
と
為
し
、
白
刃
を
白
削
と
為
す
。
是
れ
削
は
刀
の
別

名
為
る
は
明
ら
か
な
り
。

『
呉
録
』
称
呉
人
厳
白
虎
聚
衆
反
、
遣
弟
興
詣
孫
策
。
策
引
白
削

斫
席
。
興
体
動
曰
、
我
見
刃
為
然
。
然
赤
刃
為
赤
削
、
白
刃
為
白

削
。
是
削
為
刀
之
別
名
明
矣
。（『
尚
書
正
義
』
顧
命
、
疏
）

伝
「
宝
刀
、
赤
刀
削
」
の
解
釈
に
張
勃
『
呉
録
』
を
引
用
す
る
。
こ
こ

で
は
、
厳
白
虎
が
叛
乱
を
起
こ
し
、
そ
の
弟
の
厳
興
が
孫
策
の
も
と
に
派

遣
さ
れ
た
時
、
孫
策
が
白
削
で
敷
物
を
切
っ
た
と
い
う
史
事
を
引
用
し
、

削
が
刀
の
別
名
で
あ
る
こ
と
は
明
白
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
経
文
で
は
な

く
、
伝
の
解
釈
に
『
呉
録
』
に
見
え
る
後
漢
末
の
史
事
を
引
用
す
る
の
で

あ
る（
３
）。

こ
こ
ま
で
確
認
し
た
二
つ
の
疏
に
見
え
る
よ
う
に
、『
尚
書
正
義
』
で

は
、
時
代
を
限
定
せ
ず
に
、
周
や
後
漢
末
な
ど
の
史
事
を
経
文
や
伝
の
注

釈
に
引
用
す
る
こ
と
が
存
在
す
る
。
こ
の
た
め
、
陳
氏
の
い
う
よ
う
に

『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
を
「『
尚
書
』
注
釈
史
に
お
い
て
特
異
」

と
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
史
事
を
引
用
し
、
経
文
を
解
釈
す
る
の
は
、

『
尚
書
正
義
』
に
先
例
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

な
お
附
言
す
る
と
、『
尚
書
正
義
』
は
経
文
や
伝
の
解
釈
以
外
に
も
史

事
を
引
用
す
る
。
こ
れ
は
、
東
晋
や
隋
の
史
事
に
言
及
し
、
舜
典
の
入
手

経
緯
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
経
文
や
伝
の
解
釈
に
関
わ
ら
な
い
た

め
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
除
外
し
た（
４
）。

さ
ら
に
、『
尚
書
正
義
』
以
後
か
ら
『
書
伝
』
に
至
る
ま
で
の
『
尚
書
』

注
釈
書
に
お
け
る
史
事
の
引
用
を
確
認
し
た
い
。『
書
伝
』
以
前
の
『
尚

書
』
注
釈
書
は
『
尚
書
正
義
』
を
除
い
て
散
佚
し
て
お
り
、
残
存
す
る
も

の
は
佚
文
を
含
め
て
も
少
な
い
。
そ
の
中
で
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て

有
力
な
『
尚
書
』
注
釈
書
で
あ
っ
た
『
尚
書
新
義
』
に
は
、
管
見
の
及
ぶ

限
り
、
そ
の
佚
文
に
史
事
の
引
用
は
存
在
し
な
い（
５
）。

散
佚
し
た
注
釈
に
史

事
を
引
用
し
て
い
た
可
能
性
も
除
外
で
き
な
い
が
、
後
の
『
尚
書
』
注
釈

書
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
考
え
る
と
、
史
事
を
引
用
し
て
い
た
と

し
て
も
、
注
目
に
値
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、『
尚
書
』
注
釈
書
に
限
定
せ
ず
に
、『
書
伝
』
と
同
時
代
の

『
尚
書
』
解
釈
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
范
純
仁
「
尚
書
解
」（『
范
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忠
宣
集
』
巻
九
）
な
ど
が
存
在
す
る
。
范
純
仁
「
尚
書
解
」
は
、
わ
ず
か

に
一
例
で
あ
る
が
、
五
子
之
歌
の
解
釈
に
お
い
て
、
杜
牧
「
阿
房
宮
賦
」

を
引
用
す
る（
６
）。「

阿
房
宮
賦
」
は
史
事
と
は
言
い
難
い
も
の
で
は
あ
る
が
、

先
ほ
ど
確
認
し
た
よ
う
に
、『
尚
書
正
義
』
に
史
事
の
引
用
が
見
え
る
た

め
、
史
事
お
よ
び
史
事
に
類
す
る
も
の
を
引
用
す
る
の
は
、『
尚
書
』
注

釈
史
に
お
い
て
特
異
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、『
書
伝
』
以
後
の
代
表
的
な
『
尚
書
』
注
釈
書
を
作
成
し
た
林

之
奇（
７
）・

張
九
成（
８
）・

蔡
沈（
９
）と

も
に
史
事
の
引
用
を
多
く
確
認
で
き
る
。
つ
ま

り
、
史
事
の
引
用
は
広
く
行
な
わ
れ
た
『
尚
書
』
の
注
釈
手
法
な
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
検
討
す
べ
き
は
、
史
事
の
引
用
を
「
特
異
」
と
す
る
の

で
は
な
く
、
各
注
釈
者
が
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
か
で
あ
ろ
う
。

二
、『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用

『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
は
、
そ
の

一
例
を
「
伊
尹
相
湯
伐
桀
、
升
自

、
遂
与
桀
戦
于
鳴
條
之
野
。
作
湯

誓
」
へ
の
注
釈
か
ら
確
認
し
た
い
。

古
の
君
臣
、
二
君
の
如
く
し
て
相
ひ
疑
は
ざ
る
者
は
、
湯
の
伊
尹

に
於
け
る
、
劉
玄
徳
の
諸
葛
孔
明
に
於
け
る
は
是
れ
な
り
。
…
。
玄

徳
・
孔
明
は
、
聖
人
に
非
ざ
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の
君
臣
相
ひ

友
と
す
る
の
契
り
、
亦
た
此
に
庶
幾
し
。
玄
徳
の
将
に
死
せ
ん
と
す

る
や
、
孔
明
に
嘱
し
て
曰
は
く
、
禅
り
て
輔
く
べ
き
は
、
之
を
輔
け

よ
、
不
可
な
れ
ば
、
君
自
ら
之
を
取
れ
、
と
。
伊
尹
の
流
に
非
ず
し

て
以
て
此
れ
を
属
す
べ
き
か
。
孔
明
、
蜀
を
専
ら
に
し
、
二
君
に
事

ふ
る
も
、
雍
容
た
る
進
退
、
初
め
よ
り
自
ら
疑
は
れ
ず
、
人
も
亦
た

之
を
疑
ふ
者
莫
し
。
常
人
を
し
て
之
に
処
ら
し
め
、
竇
武
・
何
進
と

為
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
曹
操
・
司
馬
仲
逹
と
為
る
。
…
。

古
之
君
臣
、
有
如
二
君
而
不
相
疑
者
、
湯
之
於
伊
尹
、
劉
玄
徳
之

於
諸
葛
孔
明
是
也
。
…
。
玄
徳
・
孔
明
、
雖
非
聖
人
、
然
其
君
臣
相

友
之
契
、
亦
庶
幾
於
此
矣
。
玄
徳
之
将
死
也
、
嘱
孔
明
曰
、
禅
可

輔
、
輔
之
、
不
可
、
君
自
取
之
。
非
伊
尹
之
流
而
可
以
属
此
乎
。
孔

明
専
蜀
、
事
二
君
、
雍
容
進
退
、
初
不
自
疑
、
人
亦
莫
之
疑
者
。
使

常
人
処
之
、
不
為
竇
武
・
何
進
、
則
為
曹
操
・
司
馬
仲
逹
矣
。
…
。

（『
書
伝
』
湯
誓
）

殷
を
建
国
し
た
湯
王
と
、
そ
れ
を
補
佐
し
た
伊
尹
と
の
君
臣
関
係
を
解

釈
す
る
た
め
に
、
蜀
の
劉
備
と
諸
葛
亮
と
の
史
事
を
引
用
す
る
。
劉
備
と

諸
葛
亮
と
は
聖
人
で
は
な
い
が
、
湯
王
と
伊
尹
と
の
関
係
に
近
い
と
す

る
。
そ
し
て
、
劉
備
が
死
去
し
た
際
の
諸
葛
亮
へ
の
遺
言
を
引
用
し
、
伊
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尹
の
よ
う
な
人
物
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
遺
言
は
な
か
っ
た
と
し
、

こ
の
遺
言
を
さ
れ
た
諸
葛
亮
は
政
治
を
独
断
し
、
二
君
に
仕
え
た
が
、
疑

わ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
普
通
の
人
を
諸
葛
亮
と
同
じ
状
況
に
お
け

ば
、
専
制
し
た
竇
武
や
何
進
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
簒
奪
に
及
ん
だ
曹
操
や

司
馬
懿
と
な
る
と
結
論
付
け
る
。

こ
の
注
釈
に
劉
備
と
諸
葛
亮
と
の
史
事
を
引
用
す
る
よ
う
に
、『
書
伝
』

で
は
『
尚
書
』
を
解
釈
す
る
た
め
に
後
世
の
人
物
の
史
事
を
引
用
す
る
。

史
事
の
引
用
は
特
異
で
は
な
く
、
広
く
見
え
る
『
尚
書
』
の
注
釈
手
法
で

あ
る
こ
と
は
既
に
確
認
し
た
。『
書
伝
』
に
も
同
じ
く
、
史
事
の
引
用
は

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
注
釈
書
、
特
に
『
尚
書
正
義
』
と
は
、

ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。

（
一
）
引
用
さ
れ
る
史
事
お
よ
び
そ
の
形
式
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、『
書
伝
』
に
お
い
て
引
用
さ
れ
る
史
事
お
よ
び
そ
の
形
式

を
検
討
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
陳
氏
は
『
書
伝
』
に
お
い
て
引
用
さ
れ

る
史
事
を
「
漢
代
以
降
の
歴
史
事
実
」
と
す
る
が
、
次
に
見
る
よ
う
に
疑

問
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
曰
、
鳴
呼
、
惟
天
無
親
、
克
敬
惟
親
。
…
。
与

乱
同
事
、
罔
不
亡
」
へ
の
注
釈
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

堯
舜
、
譲
り
て
帝
た
り
、
之
噲
、
譲
り
て
絶
ゆ
。
湯
武
、
仁
義
を

行
ひ
て
王
た
り
、
宋
の
襄
公
、
仁
を
行
ひ
て
亡
ぶ
。
治
と
道
を
同
じ

く
す
れ
ば
、
興
ら
ざ
る
こ
と
罔
し
。
乱
と
事
を
同
じ
く
す
れ
ば
、
亡

ば
ざ
る
こ
と
罔
き
な
り
。
必
ず
道
を
同
じ
く
し
て
而
る
後
興
り
、
道

同
じ
き
者
、
事
未
だ
必
ず
し
も
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
周
の
厲
王
、

謗
を
弭
め
、
秦
の
始
皇
、
偶
語
を
禁
じ
、
周
の
景
王
、
大
銭
を
鋳

し
、
王
莽
、
泉
貨
を
作
り
、
紂
、
鉅
橋
の
粟
を
積
み
、
隋
の
煬
帝
、

洛
口
の
諸
倉
あ
り
。
其
の
事
同
じ
き
も
、
其
の
道
同
じ
か
ら
ざ
る
者

無
し
。
故
に
乱
と
事
を
同
じ
く
す
れ
ば
則
ち
亡
ぶ
。

堯
舜
譲
而
帝
、
之
噲
譲
而
絶
。
湯
武
行
仁
義
而
王
、
宋
襄
公
行
仁

而
亡
。
与
治
同
道
、
罔
不
興
。
与
乱
同
事
、
罔
不
亡
也
。
必
同
道
而

後
興
、
道
同
者
、
事
未
必
同
也
。
周
厲
王
弭
謗
、
秦
始
皇
禁
偶
語
、

周
景
王
鋳
大
銭
、
王
莽
作
泉
貨
、
紂
積
鉅
橋
之
粟
、
隋
煬
帝
洛
口
諸

倉
。
其
事
同
、
其
道
無
不
同
者
。
故
与
乱
同
事
則
亡
矣
。（『
書
伝
』

太
甲
下
）

堯
と
舜
は
位
を
譲
る
こ
と
に
よ
っ
て
帝
と
な
り
、
燕
王
の
噲
は
位
を
譲

る
こ
と
に
よ
っ
て
滅
ん
だ
。
ま
た
湯
王
と
武
王
は
仁
義
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
王
と
な
っ
た
が
、
宋
の
襄
公
は
仁
義
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
滅
ん

だ
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
事
を
引
用
し
、
同
じ
事
を
行
っ
て
も
結
果
は
異

な
る
場
合
が
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
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さ
ら
に
、
こ
の
注
釈
の
後
半
部
は
史
事
を
引
用
す
る
態
度
が
顕
著
で
あ

る
。
出
典
を
列
挙
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、「
周
厲
王
弭
謗
」「
秦
始
皇
禁

偶
語
」「
周
景
王
鋳
大
銭
」「
王
莽
作
泉
貨
」「
紂
積
鉅
橋
之
粟
」「
隋
煬
帝

洛
口
諸
倉
」
と
す
る
よ
う
に
、
周
か
ら
隋
に
及
ぶ
幅
広
い
史
事
に
言
及
し

て
い
る
。

こ
の
注
釈
に
見
え
る
よ
う
に
『
書
伝
』
は
周
の
第
十
代
の
王
で
あ
る
景

王
や
秦
の
始
皇
帝
の
史
事
を
引
用
し
て
お
り
、「
漢
代
以
降
の
歴
史
事
実
」

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
漢
代
以
前
の
史
事
も
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
な
お
附
言
す
る
と
、
最
も
古
い
史
事
は
後
に
引
用
す
る
注
釈

に
「
許
由
不
仕
堯
舜
」
と
あ
る
よ
う
に
許
由
で
あ
る
。

次
に
『
書
伝
』
の
作
成
さ
れ
た
時
期
と
最
も
近
い
史
事
を
「
已
若
茲

監
、
惟
曰
欲
至
於
萬
年
惟
王
、
子
子
孫
孫
永
保
民
」
へ
の
注
釈
か
ら
確
認

し
た
い
。大

誥
・
康
誥
・
酒
誥
・
梓
材
は
、
其
の
文
皆
な
奧
雅
に
し
て
、
世

俗
の
能
く
通
ず
る
所
に
非
ず
。…
。
周
の
太
祖
、
漢
に
叛
き
し
と
き
、

漢
の
隠
帝
、
開
封
尹
の
劉
銖
を
し
て
其
の
家
の
百
口
を
屠
ら
し
む
。

太
祖
、
既
に
京
師
を
克
ち
、
夜
、
其
の
故
人
の
星
を
知
る
者
趙
延
義

を
召
し
、
漢
の
祚
の
短
促
す
る
所
以
の
者
を
問
ふ
。
延
義
答
へ
て
曰

は
く
、
漢
、
本
と
未
だ
亡
ば
ざ
る
も
、
刑
を
以
て
冤
濫
を
殺
す
。
故

に
期
に
及
ば
ず
し
て
滅
ぶ
、
と
。
時
に
太
祖
、
方
に
兵
を
以
ゐ
て
銖

及
び
蘇
逢
吉
の
第
を
圍
み
、
旦
に
且
に
其
の
族
を
滅
さ
ん
と
す
る

も
、
延
義
の
言
を
聞
き
、
矍
然
と
し
て
之
を
貸ゆ
る

し
、
誅
は
其
の
身
に

止
ま
る
。
予
、
読
み
て
此
に
至
り
、
未
だ
嘗
て
流
涕
太
息
せ
ず
ん
ば

あ
ら
ず
。
故
に
其
の
事
を
『
書
伝
』
に
表
は
し
、
以
て
世
を
救
ふ
と

云
ふ
。

大
誥
・
康
誥
・
酒
誥
・
梓
材
、
其
文
皆
奧
雅
、
非
世
俗
所
能
通
。

…
。
周
太
祖
叛
漢
、
漢
隠
帝
使
開
封
尹
劉
銖
屠
其
家
百
口
。
太
祖
既

克
京
師
、
夜
召
其
故
人
知
星
者
趙
延
義
、
問
漢
祚
所
以
短
促
者
。
延

義
答
曰
、
漢
本
未
亡
、
以
刑
殺
冤
濫
。
故
不
及
期
而
滅
。
時
太
祖
方

以
兵
圍
銖
及
蘇
逢
吉
第
、
旦
且
滅
其
族
、
聞
延
義
言
、
矍
然
貸
之
、

誅
止
其
身
。
予
読
至
此
、
未
嘗
不
流
涕
太
息
。
故
表
其
事
於
『
書

伝
』、
以
救
世
云
。（『
書
伝
』
梓
材
）

後
周
の
太
祖
（
郭
威
）
は
、
後
漢
に
叛
乱
を
起
こ
し
た
際
に
劉
銖
に

よ
っ
て
そ
の
一
族
を
殺
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
郭
威
が
開
封
を
攻
略
す
る

と
、
そ
の
劉
銖
や
蘇
逢
吉
の
一
族
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
趙
延
義
の
発
言

を
聞
き
、
一
族
は
助
命
し
た
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
『
書
伝
』
で
は
後
周

の
史
事
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
史
事
の
引
用
の
形
式
を
確
認
し
た
い
。
先
ほ
ど
引
用
し
た
太
甲
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下
へ
の
注
釈
で
は
、
人
名
の
み
を
挙
げ
る
場
合
と
「
周
厲
王
弭
謗
」
と
す

る
よ
う
に
、
人
名
と
そ
れ
に
関
連
す
る
史
事
を
短
く
挙
げ
る
場
合
が
存
在

し
た
。
こ
れ
ら
の
形
式
と
は
異
な
り
、
史
書
を
引
用
し
た
と
推
定
さ
れ
る

場
合
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、「
商
俗
靡
靡
、
利
口
惟
賢
。
余
風
未
殄
、

公
其
念
哉
」
へ
の
注
釈
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

予
、『
書
』
以
て
之
を
考
ふ
る
に
、
商
の
俗
の
秦
の
俗
に
似
る
を

知
る
。
蓋
し
二
世
は
紂
に
似
る
な
り
。
張
釈
之
、
文
帝
を
諫
め
て
、

秦
は
刀
筆
の
吏
に
任
ず
る
を
以
て
し
、
争
ひ
て
亟
疾
苛
察
な
る
を
以

て
相
ひ
高
し
。
其
の
弊
、
徒
だ
文
具
は
る
の
み
に
し
て
、
惻
隠
の
実

無
し
。
以
て
故
に
其
の
過
を
聞
か
ず
。
陵
夷
し
て
二
世
に
至
り
、
天

下
土
崩
す
。
今
、
嗇
夫
の
口
弁
を
以
て
し
て
之
を
超
遷
せ
ん
と
す
。

臣
、
天
下
の
風
に
隨
ひ
て
靡
き
て
、
争
ひ
て
口
弁
を
為
し
、
而
も
其

の
実
無
か
ら
ん
こ
と
を
恐
る
、
と
。
凡
そ
釈
之
の
論
ず
る
所
、
則
ち

康
王
、
以
て
畢
公
に
告
ぐ
る
者
な
り
。

予
以
『
書
』
考
之
、
知
商
俗
似
秦
俗
。
蓋
二
世
似
紂
也
。
張
釈
之

諫
文
帝
、
秦
以
任
刀
筆
之
吏
、
争
以
亟
疾
苛
察
相
高
。
其
弊
徒
文

具
、
無
惻
隠
之
実
。
以
故
不
聞
其
過
。
陵
夷
至
於
二
世
、
天
下
土

崩
。
今
以
嗇
夫
口
弁
而
超
遷
之
。
臣
恐
天
下
隨
風
而
靡
、
争
為
口

弁
、
而
無
其
実
。
凡
釈
之
所
論
、
則
康
王
以
告
畢
公
者
也
。（『
書

伝
』
畢
命
）

殷
と
秦
と
の
風
俗
は
似
て
お
り
、
さ
ら
に
秦
の
二
世
皇
帝
と
紂
王
と
は

似
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
注
釈
に
お
い
て
引
用
さ
れ
る
の
は
、
張
釈
之
が

前
漢
の
文
帝
を
諫
め
た
際
に
、
秦
の
官
吏
登
用
法
へ
の
批
判
を
用
い
た
史

事
で
あ
り
、
張
釈
之
の
諫
言
は
周
の
康
王
が
畢
公
に
告
げ
た
も
の
と
同
様

と
評
価
す
る
。
こ
の
注
釈
で
引
用
さ
れ
る
諫
言
は
『
史
記
』
張
釈
之
伝
に

見
え
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
『
書
伝
』
で
は
史
書
を
引
用
す
る
こ
と
が
存
在
す
る
。
史

書
の
引
用
は
『
呉
録
』
を
引
用
す
る
『
尚
書
正
義
』
と
同
様
と
み
な
す
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
書
伝
』
の
引
用
は
、
許
由
か
ら
五
代

の
後
周
の
史
事
に
及
び
幅
広
い
。
こ
れ
は
『
尚
書
正
義
』
と
異
な
る
『
書

伝
』
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

（
二
）
史
事
を
引
用
す
る
理
由
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
幅
広
く
引
用
す
る
史
事
を
『
尚
書
』
解
釈
に
ど
の
よ
う
に

用
い
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
は
、「
王
曰
、
来
、
汝
説
。
…
。

自
河
徂
亳
、
曁
厥
終
、
罔
顯
」
へ
の
注
釈
で
あ
る
。

古
の
君
子
、
明
玉
の
世
な
る
も
肯
へ
て
仕
へ
ざ
る
こ
と
、
蓋
し
之
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有
り
。
許
由
は
堯
舜
に
仕
へ
ず
。
夷
齊
は
周
に
仕
へ
ず
。
商
山
の
老

は
漢
に
仕
へ
ず
。
宝
を
懐
き
邦
を
迷
は
し
、
以
て
其
の
身
を
終
ふ
。

是
れ
或
い
は
一
道
な
り
。
…
。

古
之
君
子
、
明
玉
之
世
而
不
肯
仕
、
蓋
有
之
矣
。
許
由
不
仕
堯

舜
。
夷
齊
不
仕
周
。
商
山
之
老
不
仕
漢
。
懐
宝
迷
邦
、
以
終
其
身
。

是
或
一
道
也
。
…
。（『
書
伝
』
説
命
下
）

傅
説
の
殷
の
高
宗
へ
の
仕
官
に
関
連
し
て
、
古
の
君
子
は
優
れ
た
君
主

の
世
で
も
仕
官
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
許
由
は
堯

舜
に
、
伯
夷
と
叔
齊
は
周
に
、
商
山
の
老
人
（
商
山
四
皓
）
は
漢
の
高
祖

に
仕
官
し
な
か
っ
た
史
事
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
る
。

こ
の
注
釈
で
は
、
仕
官
し
な
か
っ
た
人
物
の
代
表
例
と
し
て
許
由
ら
を

挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
史
事
を
引
用
し
、
経
文
解
釈
の
具
体
例
を
示
す
態
度

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
自
身
が
代
表
的
と
み
な
す
史
事
を

引
用
し
、
具
体
例
を
示
す
こ
と
で
経
文
解
釈
を
明
確
に
す
る
の
で
あ
る
。

史
事
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
文
解
釈
の
具
体
例
を
示
す
態
度
は

「
嗚
呼
、
継
自
今
後
、
王
立
政
、
其
惟
克
用
常
人
」
へ
の
注
釈
に
も
見
え

る
。

人
の
才
徳
、
此
れ
に
長
ず
る
者
は
、
天
下
の
共
に
推
す
所
に
し
て

而
も
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
を
之
れ
常
人
と
謂
ふ
。
廷
尉
に
張

釈
之
・
于
定
国
を
用
ゐ
、
吏
部
尚
書
に
山
濤
を
用
ゐ
、
度
支
に
劉
晏

を
用
ゐ
る
が
如
き
は
、
此
れ
常
人
に
非
ざ
る
か
。

人
之
才
徳
、
長
於
此
者
、
天
下
之
所
共
推
而
不
可
易
也
。
是
之
謂

常
人
。
如
廷
尉
用
張
釈
之
・
于
定
国
、
吏
部
尚
書
用
山
濤
、
度
支
用

劉
晏
、
此
非
常
人
乎
。（『
書
伝
』
立
政
）

経
文
「
常
人
」
を
定
義
し
、
廷
尉
に
張
釈
之
、
于
定
国
、
吏
部
尚
書
に

山
濤
、
度
支
に
劉
晏
が
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
た
史
事
を
引
用
す
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
注
釈
で
は
、
自
身
の
考
え
る
常
人
の
具
体
例
を
示
す
の
で
あ

る
。こ

の
注
釈
と
同
様
に
胤
征
で
は
、「
惟
だ
軍
中
の
法
の
み
則
ち
或
い
は

之
を
用
ふ
。
穰
苴
、
莊
賈
を
斬
る
は
是
れ
な
り（

（（
（

」
と
し
、
司
馬
穰
苴
が
莊

賈
を
斬
っ
た
史
事
を
挙
げ
る
。
こ
の
場
合
で
は
、
軍
法
に
よ
り
斬
ら
れ
た

人
物
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
注
釈

と
同
様
に
、
史
事
を
引
用
し
、
経
文
解
釈
の
具
体
例
を
示
す
。
具
体
例
を

示
す
の
は
、
羿
や
浞
の
解
釈
に
対
し
て
、
曹
操
の
漢
、
司
馬
懿
の
魏
、
王

淩
・
諸
葛
誕
の
晋
、
尉
遲
逈
の
隋
へ
の
叛
乱
を
具
体
例
と
し
て
示
す
な
ど

史
事
の
引
用
と
同
様
に
時
代
を
限
定
し
な
い（

（（
（

。

経
文
解
釈
の
具
体
例
を
示
す
の
は
、
代
表
的
と
考
え
る
人
名
を
短
く
挙
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げ
る
注
釈
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。「
皆
再
拜
稽
首
、
…
。
惟
周

文
武
誕
受
羑
若
」
へ
の
注
釈
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

文
王
、
羑
里
の
囚
よ
り
出
づ
。
天
命
是
れ
よ
り
始
め
て
順
ふ
。
周

人
、
之
を
記
す
。
之
を
羑
若
と
謂
ふ
。
猶
ほ
管
仲
・
鮑
叔
の
斉
の
桓

公
の
莒
に
在
る
の
時
を
忘
れ
ざ
る
を
願
ふ
が
ご
と
き
な
り
。
康
王
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
富
貴
な
り
。
故
に
其
の
初
め
て
即
位
す
る
に

於
い
て
、
告
ぐ
る
に
文
武
の
造
邦
の
艱
難
を
以
て
し
、
以
て
受
命
に

憂
患
す
る
な
り
。

文
王
出
羑
里
之
囚
。
天
命
自
是
始
順
。
周
人
記
之
。
謂
之
羑
若
。

猶
管
仲
・
鮑
叔
願
斉
桓
公
不
忘
在
莒
時
也
。
康
王
生
而
富
貴
。
故
於

其
初
即
位
、
告
以
文
武
造
邦
之
艱
難
、
以
憂
患
受
命
也
。（『
書
伝
』

康
王
之
誥
）

経
文
「
羑
若
」
を
文
王
が
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
羑
里
か
ら
脱
出
し
た
時

に
関
連
付
け
て
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、
召
公
が
武
王
の
後
を
継
い
だ
康
王

に
文
王
の
事
蹟
を
述
べ
た
の
は
、
管
仲
や
鮑
叔
が
斉
の
桓
公
に
莒
に
居
た

頃
の
苦
労
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
願
っ
た
の
と
同
様
と
す
る
。
こ
の
注
釈
で

は
経
文
解
釈
の
具
体
例
と
し
て
管
仲
や
鮑
叔
と
い
っ
た
人
名
の
み
な
ら

ず
、「
不
忘
在
莒
時
」
と
い
う
史
事
を
引
用
す
る
。

こ
れ
と
同
様
の
注
釈
と
し
て
は
「
咎
單
、
伊
尹
を
訓
ふ
る
の
事
は
、
猶

ほ
曹
參
の
蕭
何
の
政
を
述
行
す
る
が
ご
と
き
な
り（

（（
（

」
も
挙
げ
ら
れ
る
。
咎

單
が
沃
丁
に
伊
尹
の
事
蹟
を
教
え
た
こ
と
を
解
釈
す
る
際
に
、
曹
參
が
蕭

何
の
政
治
を
改
め
ず
に
用
い
た
史
事
を
引
用
す
る
。
こ
れ
は
、
経
文
を
解

釈
し
、
そ
れ
と
類
す
る
と
考
え
る
史
事
を
引
用
し
、
そ
の
解
釈
を
具
体
的

に
示
す
態
度
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
先
ほ
ど
引
用
し
た
湯
誓
の
注
釈
で
は
、
湯
王
と
伊
尹
と
の

関
係
の
具
体
例
と
し
て
、
劉
備
と
諸
葛
亮
と
を
挙
げ
、
太
甲
上
の
注
釈
で

は
、
同
じ
事
を
行
っ
て
も
結
果
が
異
な
る
具
体
例
と
し
て
、
堯
舜
、
燕
王

の
噲
、
湯
王
・
武
王
、
宋
の
襄
公
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
れ
ら
も
同
様

に
解
釈
の
具
体
例
を
示
す
注
釈
で
あ
っ
た
。

陳
氏
は
、「
文
籍
や
や
備
わ
る
漢
代
以
降
の
史
事
を
引
く
例
は
『
書
伝
』

中
に
多
数
見
ら
れ
、
そ
れ
が
『
書
伝
』
の
方
法
上
の
特
色
と
な
っ
て
い

る
」
や
「
漢
代
以
降
の
歴
史
事
実
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
尚
書
』

経
文
の
内
容
を
宋
人
の
環
境
に
引
き
つ
け
る
形
で
読
者
に
理
解
を
促
し
」

と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、「
漢
代
以
降
の
史
事
」

「
漢
代
以
降
の
歴
史
事
実
」
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
幅
広
く
史
事
を
引

用
し
、
経
文
解
釈
を
具
体
的
に
示
す
態
度
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

た
だ
し
、『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
は
解
釈
の
具
体
例
を
示
す
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態
度
に
留
ま
ら
な
い
注
釈
が
存
在
す
る
。
次
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。（

三
）『
書
伝
』
に
お
け
る
史
論

こ
こ
で
は
、
解
釈
の
具
体
例
で
は
な
い
、
史
事
の
引
用
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。
文
侯
之
命
の
末
尾
「
用
成
爾
顯
徳
」
へ
の
注
釈
に
次
の
よ
う
に

い
う
。

予
、
文
侯
の
篇
を
読
み
、
東
周
の
復
た
と
興
ら
ざ
る
を
知
る
な

り
。
宗
周
、
傾
覆
し
、
禍
敗
、
極
ま
る
。
平
王
、
宜
し
く
衞
の
文

公
・
越
の
句
踐
の
若
く
然
る
べ
し
。
今
其
の
書
、
乃
ち
施
施
と
し

て
、
平
康
の
世
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
…
。
文
侯
の
篇
を
読
み
、
平

王
の
志
無
き
を
知
る
な
り
。
唐
の
徳
宗
の
奉
天
の
難
、
陸
贄
、
為
に

制
書
を
作
る
。
武
夫
・
悍
卒
、
皆
な
為
に
涕
を
出
だ
す
。
唐
、
是
を

以
て
復
興
す
。
嗚
呼
、
平
王
、
独
り
此
の
臣
無
か
ら
ん
や
。

予
読
文
侯
篇
、
知
東
周
之
不
復
興
也
。
宗
周
傾
覆
、
禍
敗
極
矣
。

平
王
宜
若
衞
文
公
・
越
句
踐
然
。
今
其
書
乃
施
施
焉
、
与
平
康
之
世

無
異
。…
。
読
文
侯
之
篇
、
知
平
王
之
無
志
也
。
唐
徳
宗
奉
天
之
難
、

陸
贄
為
作
制
書
。
武
夫
・
悍
卒
皆
為
出
涕
。
唐
是
以
復
興
。
嗚
呼
、

平
王
独
無
此
臣
哉
。（『
書
伝
』
文
侯
之
命
）

「
予
、
文
侯
の
篇
を
読
み
」
と
始
ま
る
よ
う
に
、
文
侯
之
命
の
総
論
と

す
べ
き
注
釈
で
あ
る
。
周
の
平
王
は
国
を
復
興
さ
せ
た
衞
の
文
公
や
越
の

句
踐
（
勾
践
）
の
よ
う
に
す
べ
き
だ
っ
た
と
し
、
そ
の
一
方
で
文
侯
之
命

は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
、
平
穏
な
世
の
中
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
。

注
目
す
べ
き
は
末
尾
に
お
い
て
、
唐
の
徳
宗
と
陸
贄
と
の
史
事
を
引
用
す

る
こ
と
で
あ
る
。
陸
贄
が
制
書
を
作
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
将
兵
が
涙
を

流
し
て
奮
い
立
ち
、
そ
の
た
め
に
唐
が
復
興
し
た
と
し
、
平
王
に
は
陸
贄

の
よ
う
な
臣
下
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る

の
は
、
奉
天
に
逃
れ
た
徳
宗
の
た
め
に
陸
贄
が
己
を
罪
す
る
詔
を
書
い
た

史
事
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
陸
贄
を
高
く
評
価
す
る
注
釈
は
他
に
も
見
え

る（
（（
（

。『
書
伝
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
篇
全
体
の
総
論
と
す
べ
き
注
釈
が
存
在

し
、
そ
の
中
で
、
史
事
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
経
文
の
解
釈
と
い
う

よ
り
も
、『
尚
書
』
解
釈
に
基
づ
く
史
論
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、「
成
王
帰
自
奄
、
在
宗
周
、
誥
庶
邦
、
作
多
方
」
に
は
次
の
よ

う
に
い
う
。

大
誥
・
康
誥
・
酒
誥
・
梓
材
・
召
誥
・
洛
誥
・
多
士
・
多
方
の
八

篇
よ
り
、
誥
ぐ
所
は
一
な
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
大
略
は
殷
人
の
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心
周
に
服
せ
ざ
る
を
以
て
作
ら
る
る
な
り
。
予
、
泰
誓
・
牧
誓
・
武

成
を
読
み
、
常
に
周
の
殷
を
取
る
の
易
き
を
怪
し
む
。
此
の
八
篇
を

読
む
に
及
び
、
又
た
周
の
殷
を
安
ん
ず
る
の
難
き
を
怪
し
む
。
…
。

夫
れ
西
漢
の
道
徳
を
以
て
之
を
殷
に
比
ぶ
れ
ば
、
猶
ほ
碔
砆
の
美
玉

に
与
る
が
ご
と
し
。
然
れ
ど
も
王
莽
・
公
孫
述
・
隗
囂
の
流
、
終
に

人
を
し
て
漢
を
忘
れ
し
む
る
こ
と
能
は
ず
。
光
武
の
成
功
、
建
瓴
の

若
く
然
り
。
周
を
し
て
周
公
無
か
ら
し
め
ば
、
則
ち
殷
の
復
興
す
る

や
必
た
り
。
此
れ
周
公
の
畏
れ
て
敢
へ
て
去
ら
ざ
る
所
以
な
り
。

自
大
誥
・
康
誥
・
酒
誥
・
梓
材
・
召
誥
・
洛
誥
・
多
士
・
多
方
八

篇
、
雖
所
誥
不
一
、
然
大
略
以
殷
人
不
心
服
周
而
作
也
。
予
読
泰

誓
・
牧
誓
・
武
成
、
常
怪
周
取
殷
之
易
。
及
読
此
八
篇
、
又
怪
周
安

殷
之
難
也
。
…
。
夫
以
西
漢
道
徳
比
之
殷
、
猶
珷
玞
之
与
美
玉
也
。

然
王
莽
・
公
孫
述
・
隗
囂
之
流
、
終
不
能
使
人
忘
漢
。
光
武
之
成

功
、
若
建
瓴
然
。
使
周
無
周
公
、
則
殷
之
復
興
也
必
矣
。
此
周
公
之

所
以
畏
而
不
敢
去
也
。（『
書
伝
』
多
方
）

泰
誓
・
牧
誓
・
武
成
を
読
み
、
周
が
容
易
に
殷
を
攻
略
し
、
大
誥
以
下

の
八
篇
を
読
み
、
周
の
殷
を
苦
労
し
て
平
定
し
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
疑
問

と
す
る
。
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
西
漢
と
殷
の
風
俗
を
比
較
し
、
そ
れ

ぞ
れ
美
し
い
玉
と
玉
に
似
た
石
と
し
、
似
て
非
な
る
も
の
と
記
す
。
さ
ら

に
、
前
漢
末
に
叛
乱
を
起
こ
し
た
王
莽
・
公
孫
述
・
隗
囂
は
、
人
々
に
漢

を
忘
れ
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
光
武
帝
に
よ
る
漢
の
復
興
は
勢
い
が
強

く
て
防
げ
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
周
に
周
公
旦
が
い
な

け
れ
ば
、
殷
は
復
興
し
た
と
結
論
付
け
る
。
先
ほ
ど
引
用
し
た
注
釈
は
、

文
侯
之
命
に
関
す
る
史
論
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
注
釈
は
、
各
篇
に
で
は
な

く
、
多
数
の
篇
を
踏
ま
え
た
史
論
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
確
認
し
た
史
論
と
す
べ
き
注
釈
に
は
、
主
と
し
て
唐
と
漢
の

史
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
君
牙
で
は
、「
至
斉
桓
公
乃
以
問

楚
」
と
す
る
な
ど
、
斉
の
桓
公
の
史
事
を
引
用
す
る
注
釈
も
存
在
し
、
具

体
例
を
示
す
態
度
と
同
様
に
時
代
は
限
定
さ
れ
な
い（

（（
（

。

先
に
『
書
伝
』
と
最
も
近
い
時
代
の
史
書
の
引
用
と
し
て
、
後
周
の
郭

威
と
趙
延
義
の
史
事
を
確
認
し
た
。
そ
の
注
釈
に
は
大
誥
以
下
の
諸
篇
へ

の
言
及
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
末
尾
に
は
「
故
に
其
の
事
を
『
書
伝
』
に
表

は
し
、
以
て
世
を
救
ふ
と
云
ふ
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
経
文
解
釈
の
具
体
例

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
史
論
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
尚
書
』
注
釈
史
に
お
け
る
史
事
の
引
用
が
特
異
で
な
い
こ
と
は
確
認

し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、『
書
伝
』
の
経
文
解
釈
で
は
、
史
事
を
引

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
解
釈
の
具
体
例
を
示
す
こ
と
や
、
各
篇
へ
の
総
論

と
す
べ
き
史
論
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
『
書
伝
』
に
お
け
る
史

事
の
引
用
の
特
徴
で
あ
る
。
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『
尚
書
』
解
釈
に
史
事
を
引
用
す
る
の
は
『
書
伝
』
の
み
で
は
な
い
。

蘇
軾
の
文
集
に
存
在
す
る
「
書
義
」
に
も
確
認
で
き
る
。
次
に
、
文
集
に

見
え
る
「
書
義
」
の
『
尚
書
』
解
釈
を
検
討
し
た
い
。

三
、「『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
と
「
書
義
」

こ
こ
で
は
、『
書
伝
』
と
蘇
軾
の
文
集
に
見
え
る
「
書
義
」
と
の
関
係

を
検
討
し
た
い
。『
書
伝
』
は
黄
州
に
流
さ
れ
て
い
た
時
期
（
元
豊
四
年
、

四
六
歳
）
か
ら
海
南
島
に
流
さ
れ
た
時
期
（
元
符
三
年
、
六
五
歳
）
に
か

け
て
の
長
い
期
間
を
か
け
て
作
成
さ
れ
た
注
釈
書
で
あ
る（

（（
（

。

一
方
、「
書
義
」
の
作
成
時
期
は
、『
蘇
軾
文
集
校
注
』（
以
下
、『
校
注
』

と
略
す
）
に
従
え
ば
、
至
和
二
年
に
成
都
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
蘇
軾
若

年
（
二
〇
歳
）
の
著
作
で
あ
る（

（（
（

。

「
書
義
」
は
、「
乃
言
底
可
績
」「
堲
讒
説
殄
行
」「
視
遠
惟
明
聴
徳
惟
聡
」

「
終
始
惟
一
時
乃
日
新
」「
王
省
惟
歳
」「
作
周
恭
先
作
周
孚
先
」「
惟
聖
罔

念
作
狂
惟
狂
。
克
念
作
聖
」「
庶
言
同
則
繹
」「
唐
虞
稽
古
建
官
惟
百
夏
商

官
倍
亦
克
用
乂
」「
道
有
升
降
政
由
俗
革
」
の
十
篇
か
ら
な
る
。
例
え
ば
、

「
乃
言
底
可
績
」
は
、「
禹
曰
、

、
乃
言

可
績
」（
皐
陶
謨
）
に
基
づ

き
、『
尚
書
』
経
文
の
一
部
を
解
釈
す
る
。

蘇
軾
若
年
の
著
作
で
あ
る
「
書
義
」
に
は
、『
書
伝
』
と
同
様
に
史
事

を
引
用
す
る
態
度
が
見
え
る
。「
王
省
惟
歳
」（
洪
範
）
に
次
の
よ
う
に
い

う
。

堯
舜
の
徳
を
論
ず
る
者
は
、
必
ず
無
為
と
曰
ふ
。
之
を
経
に
考

へ
、
之
を
史
に
質
す
に
、
堯
舜
の
為
す
所
、
卓
然
と
し
て
世
に
見
は

る
る
者
有
り
。
蓋
し
勝
げ
て
計
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
…
。
君
自
ら

号
令
・
賞
罰
を
為
さ
ず
、
民
に
因
り
て
節
と
為
る
。
上
は
其
の
要
を

執
り
、
下
は
其
の
詳
を
治
む
。
所
謂
る
歳
月
日
時
易
は
る
無
き
な

り
。
文
王
、
庶
獄
を
兼
ね
、
陳
平
、
銭
穀
を
治
め
ず
、
邴
吉
、
鬥
の

傷
を
問
は
ざ
る
は
、
此
れ
為
す
所
、
易
は
ら
ざ
る
者
な
り
。
秦
皇
、

衡
石
も
て
書
を
程は
か

り
、
光
武
、
吏
事
を
以
て
三
公
を
責
む
る
は
、
此

れ
歳
月
を
易
へ
日
時
を
乱
す
者
な
り
。
治
乱
の
効
、
亦
た
以
て
概
見

す
べ
し
。

論
堯
舜
之
徳
者
、
必
曰
無
為
。
考
之
於
経
、
質
之
於
史
、
堯
舜
之

所
為
、
卓
然
有
見
於
世
者
。
蓋
不
可
勝
計
也
。
…
。
君
不
自
為
号

令
・
賞
罰
、
因
民
而
為
節
。
上
執
其
要
、
下
治
其
詳
。
所
謂
歳
月
日

時
無
易
也
。
文
王
不
兼
庶
獄
、
陳
平
不
治
銭
穀
、
邴
吉
不
問
鬥
傷
、

此
所
為
不
易
者
也
。
秦
皇
衡
石
程
書
、
光
武
以
吏
事
責
三
公
、
此
易

歳
月
而
乱
日
時
者
也
。
治
乱
之
効
、
亦
可
以
概
見
矣
。（『
校
注
』
巻

六
）
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堯
舜
の
徳
は
無
為
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
し
か

し
、
経
と
史
か
ら
考
え
る
と
、
堯
舜
の
行
い
で
世
に
現
れ
て
い
る
も
の
は

数
え
き
れ
な
い
と
す
る
。
こ
こ
で
、
経
と
な
ら
び
史
を
挙
げ
る
の
は
、
蘇

軾
の
学
術
を
検
討
す
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
洪
範
に
い
う
「
歳
月
日
時
易
は
る
無
き
」
の

具
体
例
と
し
て
、
文
王
・
陳
平
・
邴
吉
の
史
事
を
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
乱

し
た
「
歳
月
を
易
へ
日
時
を
乱
す
者
」
の
具
体
例
と
し
て
、
秦
の
始
皇

帝
・
後
漢
の
光
武
帝
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
文

王
の
史
事
の
み
は
『
尚
書
』
に
基
づ
く
が
、
そ
れ
以
外
は
『
史
記
』『
漢

書
』『
後
漢
書
』
を
踏
ま
え
る
。
つ
ま
り
、「
王
省
惟
歳
」
に
見
え
る
よ
う

に
、「
書
義
」
に
お
い
て
も
文
王
か
ら
光
武
帝
に
至
る
ま
で
の
史
事
を
引

用
し
、
解
釈
の
具
体
例
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
態
度
は
『
書
伝
』
と
同
様

で
あ
る
。

「
書
義
」
に
お
い
て
史
事
を
引
用
す
る
こ
と
は
、「
惟
聖
罔
念
作
狂
。
惟

狂
克
念
作
聖
」
に
も
同
様
に
見
え
る
。

孔
子
曰
は
く
、
惟
だ
上
智
と
下
愚
と
は
移
ら
ず
、
と
。
而
れ
ど
も

『
書
』
に
曰
は
く
、
惟
れ
聖
も
念
ふ
こ
と
罔
け
れ
ば
狂
と
作
り
、
惟

れ
狂
も
克
く
念
へ
ば
聖
と
作
る
、
と
。
此
の
二
言
は
、
古
今
の
一
な

る
こ
と
能
は
ざ
る
所
に
し
て
、
而
も
学
ぶ
者
の
深
く
疑
ふ
所
な
り
。

…
。
太
甲
、
既
に
立
つ
も
明
な
ら
ず
。
伊
尹
、
之
を
放
つ
。
太
甲
を

し
て
粗
ぼ
以
て
乱
さ
ざ
る
べ
か
ら
し
む
る
者
は
、
伊
尹
、
廢
せ
ざ
れ

ば
な
り
。
廢
す
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
其
の
狂
や
審
ら
か
な
り
。
然
れ

ど
も
商
宗
と
為
る
に
卒
ふ
。
周
公
曰
は
く
、
茲
の
四
人
は
迪
哲
な

り
、
と
。
蓋
し
太
甲
と
文
王
と
は
均
し
。
明
皇
の
開
元
の
治
、
刑
措

に
至
る
。
夫
の
三
代
と
何
ぞ
遠
か
ら
ん
。
林
甫
の
専
、
禄
山
の
乱
、

民
、
塗
炭
に
在
り
。
豈
に
特
だ
狂
な
る
者
の
み
な
ら
ん
や
。
此
れ
に

由
れ
て
之
を
観
れ
ば
、
聖
狂
の
相
ひ
去
る
こ
と
、
殆
ど
髪
を
容
れ

ず
。孔

子
曰
、
惟
上
智
与
下
愚
不
移
。
而
『
書
』
曰
、
惟
聖
罔
念
作

狂
、
惟
狂
克
念
作
聖
。
此
二
言
者
、
古
今
所
不
能
一
、
而
学
者
之
所

深
疑
也
。
…
。
太
甲
既
立
不
明
。
伊
尹
放
之
。
使
太
甲
粗
可
以
不
乱

者
、
伊
尹
不
廢
也
。
至
於
廢
、
則
其
狂
也
審
矣
。
然
卒
於
為
商
宗
。

周
公
曰
、
茲
四
人
迪
哲
。
蓋
太
甲
与
文
王
均
焉
。
明
皇
開
元
之
治
、

至
於
刑
措
。
与
夫
三
代
何
遠
。
林
甫
之
専
、
禄
山
之
乱
、
民
在
塗

炭
。
豈
特
狂
者
而
已
哉
。
由
此
観
之
、
聖
狂
之
相
去
、
殆
不
容
髪

矣
。（『
校
注
』
巻
六
）

『
論
語
』
陽
貨
の
孔
子
の
発
言
と
『
尚
書
』
多
方
の
記
述
は
異
な
り
、
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そ
の
た
め
に
学
ぶ
者
の
疑
問
点
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
問
題
の
う

ち
、
多
方
の
解
釈
に
関
連
し
て
、
唐
の
玄
宗
の
開
元
の
治
に
関
連
す
る
史

事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
開
元
の
治
で
は
犯
罪
が
な
く
刑
罰
が
適
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
は
夏
殷
周
の
三
代
の
治
世
と
遠
く
な
か
っ
た
と
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
李
林
甫
の
専
政
や
安
禄
山
の
叛
乱
の
た
め
、
民

は
塗
炭
の
苦
し
み
を
受
け
た
。
こ
の
史
事
か
ら
、
多
方
の
よ
う
に
、
聖
と

狂
と
は
非
常
に
近
い
と
結
論
付
け
る
。

こ
こ
で
は
、
聖
と
狂
が
近
い
具
体
例
と
し
て
、
唐
の
玄
宗
の
治
世
の
史

事
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
「
王
省
惟
歳
」
と
同
様
の
態
度

で
あ
る
。
こ
の
他
、「
書
義
」
で
は
斉
の
桓
公
が
豎
刁
・
易
牙
・
開
方
を

用
い
よ
う
と
し
た
史
事
を
引
用
す
る
も
の
も
存
在
す
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に

『
書
伝
』
と
同
様
に
史
事
に
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、「
書
義
」
に
お
け
る
『
尚
書
』
解
釈
に

は
史
事
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。
陳
氏
は
『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引

用
を
「
抽
象
的
な
経
文
を
史
実
に
よ
っ
て
具
体
化
し
、
読
者
の
理
解
を
促

す
と
い
う
手
法
は
、
蘇
洵
の
思
想
に
源
を
発
し
て
い
る
」
と
し
、
淵
源
を

「
蘇
洵
の
思
想
」
に
求
め
る
。
蘇
洵
に
基
づ
く
か
否
か
は
、
さ
ら
に
検
討

を
要
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
論
じ
な
い
。
し
か
し
、「
書
義
」
の
制
作
を

『
校
注
』
に
従
い
、
至
和
二
年
の
著
作
と
す
る
な
ら
ば
、
史
事
の
引
用
は

蘇
軾
若
年
か
ら
の
解
釈
手
法
で
あ
り
、
制
作
が
最
晩
年
に
及
ぶ
『
書
伝
』

と
一
貫
し
て
い
る
。

な
お
、「
書
義
」
以
外
に
も
蘇
軾
の
文
集
に
は
『
書
伝
』
と
類
似
す
る

議
論
が
見
え
る
。
例
え
ば
、「
擬
進
士
対
御
試
策
」
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

惟
だ
人
を
知
る
の
明
の
み
は
学
ぶ
べ
か
ら
ず
。
必
ず
天
資
よ
り
出

づ
。
蕭
何
の
韓
信
を
識
る
が
如
き
は
、
此
れ
豈
に
法
有
り
て
伝
ふ
べ

き
者
な
ら
ん
や
。
諸
葛
孔
明
の
賢
を
以
て
す
る
も
人
を
知
る
の
明

は
、
則
ち
其
の
短
き
所
、
是
を
以
て
之
を
馬
謖
に
失
ふ
。
而
れ
ど
も

孔
明
、
亦
た
自
ら
知
る
こ
と
審
ら
か
な
り
。
是
を
以
て
身
を
終
ふ
る

ま
で
敢
へ
て
魏
延
を
用
ゐ
ず
。
我
が
仁
祖
の
位
に
在
る
や
、
事
に
大

小
無
く
、
一
に
之
を
法
に
付
す
。
人
に
賢
不
肖
無
く
、
一
に
之
を
公

議
に
付
す
。
事
、
已
に
効
あ
り
て
而
る
後
行
は
れ
、
人
、
已
に
試
み

て
而
る
後
用
ゐ
ら
る
。
終
に
非
常
の
功
を
求
め
ざ
る
者
な
り
。
誠
に

以
へ
ら
く
、
当
時
の
大
臣
、
以
て
人
を
知
る
の
明
を
与
に
す
る
に
足

ら
ざ
る
な
り
。

惟
知
人
之
明
不
可
学
。
必
出
於
天
資
。
如
蕭
何
之
識
韓
信
、
此
豈

有
法
而
可
伝
者
哉
。
以
諸
葛
孔
明
之
賢
而
知
人
之
明
、
則
其
所
短
、

是
以
失
之
於
馬
謖
。
而
孔
明
亦
審
于
自
知
。
是
以
終
身
不
敢
用
魏

延
。
我
仁
祖
之
在
位
也
、
事
無
大
小
、
一
付
之
於
法
。
人
無
賢
不

肖
、
一
付
之
於
公
議
。
事
已
効
而
後
行
、
人
已
試
而
後
用
。
終
不
求
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非
常
之
功
者
。
誠
以
当
時
大
臣
不
足
以
与
于
知
人
之
明
也
。
…
。

（『
校
注
』
巻
九
）

人
の
賢
愚
・
善
悪
の
識
別
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
示

す
の
は
、
漢
の
蕭
何
と
韓
信
や
諸
葛
亮
と
馬
謖
・
魏
延
で
あ
る
。

こ
の
文
章
の
「
如
蕭
何
之
識
韓
信
、
此
豈
有
法
可
学
哉
」
や
諸
葛
亮
の

記
述
に
関
連
す
る
部
分
は
『
書
伝
』
に
類
似
す
る
議
論
が
見
え
る（

（（
（

。
こ
れ

は
、
あ
く
ま
で
一
例
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
文
集
と
『
書
伝
』
の
史
事

の
引
用
は
共
通
す
る
場
合
が
存
在
す
る
。

小
結

本
稿
は
、『
尚
書
』
注
釈
史
に
お
け
る
史
事
の
引
用
の
位
置
付
け
や
、

『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
、
さ
ら
に
は
蘇
軾
の
文
集
と
の
関
係
な

ど
を
検
討
し
た
。

ま
ず
は
、『
尚
書
』
注
釈
史
に
お
け
る
史
事
の
引
用
で
あ
る
。『
書
伝
』

以
前
の
現
存
す
る
唯
一
の
『
尚
書
』
注
釈
書
で
あ
る
『
尚
書
正
義
』
に

は
、
史
事
の
引
用
が
存
在
す
る
。
こ
の
た
め
、
先
行
研
究
の
よ
う
に
、

『
書
伝
』
に
お
け
る
史
事
の
引
用
を
「『
尚
書
』
注
釈
史
に
お
い
て
特
異
」

と
す
る
の
は
難
し
い
。
経
文
を
解
釈
す
る
際
に
、
史
事
を
引
用
す
る
の
は

『
尚
書
正
義
』
に
先
例
が
あ
る
。

ま
た
、『
書
伝
』
以
後
の
南
宋
の
『
尚
書
』
注
釈
書
に
も
史
事
の
引
用

は
多
く
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
史
事
の
引
用
は
特
異
で
は
な
く
、
広
く

見
え
る
『
尚
書
』
の
解
釈
手
法
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
検
討
す
べ
き

は
、
各
注
釈
者
が
、
ど
の
よ
う
に
『
尚
書
』
の
解
釈
に
用
い
て
い
る
か
で

あ
ろ
う
。

『
書
伝
』
で
は
、『
尚
書
正
義
』
と
同
様
に
経
文
を
解
釈
す
る
た
め
に
史

事
を
引
用
す
る
。
た
だ
し
、
先
行
研
究
の
よ
う
に
、「
漢
代
以
降
の
歴
史

事
実
」
に
限
定
さ
れ
な
い
。
史
事
の
引
用
に
お
い
て
『
書
伝
』
が
『
尚
書

正
義
』
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
そ
の
許
由
か
ら
五
代
の
後
周
に
及
ぶ
幅

広
い
時
代
の
史
事
の
引
用
あ
り
、
こ
れ
が
『
書
伝
』
の
特
徴
で
あ
る
。

『
書
伝
』
に
お
い
て
史
事
を
引
用
す
る
理
由
は
、
経
文
解
釈
の
具
体
例

を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
優
れ
た
君
主
に
仕
官

し
な
か
っ
た
具
体
例
と
し
て
、
許
由
ら
を
挙
げ
、
殷
の
湯
王
と
そ
れ
を
補

佐
し
た
伊
尹
と
の
君
臣
関
係
を
解
釈
す
る
た
め
に
、
劉
備
と
諸
葛
亮
と
を

挙
げ
る
。
つ
ま
り
、
自
身
が
代
表
的
と
み
な
す
史
事
を
引
用
し
、
経
文
解

釈
を
明
確
に
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
書
伝
』
に
は
、
具
体
例
を
示

す
注
釈
に
留
ま
ら
ず
、
各
篇
へ
の
総
論
と
す
べ
き
史
論
も
存
在
す
る
。
具

体
例
と
史
論
の
混
在
も
『
書
伝
』
の
特
徴
で
あ
る
。

最
後
に
、「
書
義
」
に
お
け
る
史
事
の
引
用
を
検
討
し
た
。「
書
義
」
は
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『
校
注
』
に
従
う
な
ら
ば
、
至
和
二
年
、
蘇
軾
若
年
（
二
〇
歳
）
の
著
作

で
あ
る
。「
書
義
」
に
は
、『
書
伝
』
と
同
様
に
解
釈
の
具
体
例
を
示
す
な

ど
の
史
事
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
史
事
の
引
用
は
若
年
の
著

作
に
見
え
る
解
釈
手
法
で
あ
り
、
制
作
が
最
晩
年
に
及
ぶ
『
書
伝
』
と
一

貫
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
文
集
と
『
書
伝
』
に
類
似
す
る
議
論
が
見
え
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。

本
稿
で
は
、『
書
伝
』
以
後
の
『
尚
書
』
注
釈
書
に
お
け
る
史
事
の
引

用
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
、
林
之
奇
・
張
九
成
・
蔡
沈
は
、『
書

伝
』
の
注
釈
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
も
存
在
す
る
。『
書
伝
』
の
後

世
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
な
ら
ば
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（１
）	

蔡
根
祥
『
宋
代
尚
書
学
案
』
第
七
章
、
三
蘇
尚
書
学
案
、
第
二
節
、
蘇
軾
（『
古

典
文
献
研
究
輯
刊
』
三
編
所
収
、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）。
蔡
氏
の

論
じ
る
史
事
の
引
用
の
問
題
点
は
拙
著
『
宋
代
に
お
け
る
『
尚
書
』
解
釈
の
基
礎

的
研
究
』
第
四
章
、
蘇
軾
の
『
尚
書
』
解
釈
（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
参

照
。
陳
佑
真
「
蘇
軾
に
於
け
る
経
学
の
突
破
―
『
書
伝
』
の
経
説
の
特
性
及
び
そ

の
意
図
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
七
集
、
二
〇
一
五
）
以
下
、

陳
氏
の
引
用
は
同
論
文
に
拠
る
。

（
２
）	『
尚
書
正
義
』
と
『
書
伝
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
所
引
拙
著
参
照
。

（
３
）	

後
漢
末
の
史
事
の
引
用
は
、『
尚
書
正
義
』
禹
貢
、
疏
「
漢
末
有
公
孫
度
者
。
窃

拠
遼
東
。
自
号
青
州
刺
史
、
越
海
收
東
萊
諸
郡
」
に
も
見
え
る
。

（
４
）	『
尚
書
正
義
』
舜
典
、
疏
に
「
昔
東
晋
之
初
、
豫
章
内
史
梅
賾
上
孔
氏
伝
、
猶
闕

舜
典
。
自
此
乃
命
以
位
已
上
二
十
八
字
、
世
所
不
伝
。
多
用
王
・
范
之
注
補
之
。

而
皆
以
慎
徽
已
下
為
舜
典
之
初
。
至
斉
蕭
鸞
建
武
四
年
、
呉
興
姚
方
興
於
大
航
頭

得
孔
氏
伝
古
文
舜
典
、
亦
類
太
康
中
書
、
乃
表
上
之
。
事
未
施
行
、
方
興
以
罪
致

戮
。
至
隋
開
皇
初
購
求
遺
典
、
始
得
之
」
と
あ
る
。

（
５
）	『
尚
書
新
義
』
の
輯
佚
本
と
し
て
評
価
さ
れ
る
程
元
敏
『
三
経
新
義
輯
考
匯
評
』

（
華
東
師
範
大
学
、 

二
〇
一
一
）
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
所
引
拙
著
、

第
三
章
「『
尚
書
新
義
』
に
お
け
る
『
尚
書
』
解
釈
」
参
照
。

（
６
）	『
范
忠
宣
集
』
巻
九
、
五
子
之
歌
「
臣
某
曰
、
…
。
故
杜
牧
言
秦
民
不
敢
言
而
敢

怒
也
。
故
聖
人
達
民
之
情
、
而
宣
之
使
言
、
所
以
図
怨
於
未
見
之
前
也
。
禹
不
独

行
於
其
身
、
又
以
訓
後
嗣
慎
哉
」

（
７
）	『
尚
書
全
解
』
無
逸
「
唐
太
宗
問
創
業
守
成
孰
難
、
房
玄
齢
以
創
業
為
難
、
魏
徴

以
守
成
為
難
。
玄
齢
之
心
、
七
月
之
詩
也
。
魏
徴
之
心
、
無
逸
之
書
也
。
皆
有
周

公
愛
君
之
遺
意
」
な
ど
。

（
８
）	『
尚
書
精
義
』
盤
庚
下
「
無
垢
曰
、
…
。
又
曰
、
蓋
天
下
之
乱
、
莫
大
於
下
有
疑

心
。
懐
恩
疑
代
宗
而
作
乱
、

勛
疑
僖
宗
而
作
乱
、
敬
塘
疑
従
珂
而
作
乱
、
而
回

鶻
之
乱
定
於
子
儀
之
一
言
。
廷
湊
之
乱
定
於
韓
愈
之
一
言
。
則
盤
庚
之
推
誠
竭

志
、
真
知
治
之
本
矣
」
な
ど
。
本
条
は
、『
張
九
成
集
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二

〇
一
三
）
で
は
『
尚
書
詳
説
』
の
佚
文
と
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
従
っ
た
。

（
９
）	『
書
集
伝
』
秦
誓
「
蘇
氏
曰
、
至
哉
、
穆
公
之
論
此
二
人
也
。
前
一
人
似
房
玄
齢
、

後
一
人
似
李
林
甫
。
後
之
人
主
、
鑑
此
足
矣
。」
な
ど
。
な
お
、
こ
の
「
蘇
氏
曰
」

は
、『
書
伝
』
秦
誓
に
基
づ
く
。

（
10
）	『
史
記
』
張
釈
之
列
伝
「
釈
之
曰
、
夫
絳
侯
・
東
陽
侯
称
為
長
者
、
此
両
人
言
事

曾
不
能
出
口
、
豈
教
此
嗇
夫
諜
諜
。
利
口
捷
給
哉
。
且
秦
以
任
刀
筆
之
吏
、
吏
争

以
亟
疾
苛
察
相
高
、
然
其
敝
徒
文
具
耳
、
無
惻
隠
之
実
。
以
故
不
聞
其
過
、
陵
遲
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而
至
於
二
世
、
天
下
土
崩
。
今
陛
下
以
嗇
夫
口
弁
而
超
遷
之
、
臣
恐
天
下
隨
風
靡

靡
、
争
為
口
弁
而
無
其
実
。
且
下
之
化
上
疾
於
景
響
、
挙
錯
不
可
不
審
也
」

（
11
）	『
書
伝
』
胤
征
「
惟
軍
中
法
則
或
用
之
。
穰
苴
斬
莊
賈
是
也
」

（
12
）	『
書
伝
』
胤
征
「
…
。
以
此
考
之
、
則
太
康
失
国
之
後
、
至
少
康
祀
夏
之
前
、
皆

羿
・
浞
專
政
僭
位
之
年
。
如
曹
操
之
於
漢
、
司
馬
仲
逹
之
於
魏
也
。
胤
征
之
事
、

蓋
出
於
羿
、
非
仲
康
之
所
能
専
、
明
矣
。
羲
和
湎
淫
之
臣
也
、
而
貳
於
羿
・
蓋
忠

於
夏
也
。
如
王
淩
・
諸
葛
誕
之
叛
晋
、
尉
遲
逈
之
叛
隋
」

（
13
）	『
書
伝
』
咸
有
一
德
「
咎
單
訓
伊
尹
事
、
猶
曹
參
述
行
蕭
何
之
政
也
」

（
14
）	『
書
伝
』
洪
範
「
…
。
唐
武
氏
之
無
道
也
、
独
於
進
人
無
所
留
難
、
非
徒
人
得
薦
。

士
亦
許
自
挙
其
材
。
其
後
開
元
賢
臣
致
刑
措
者
、
皆
武
氏
所
收
也
。
徳
宗
好
察
而

多
忌
。
士
無
賢
愚
、
皆
不
得
進
。
国
空
無
人
。
以
致
奉
天
之
禍
。
故
陸
贄
有
言
、

武
后
以
易
得
人
、
而
陛
下
以
精
失
士
。
至
哉
斯
言
也
。
昔
常
袞
為
相
、
艱
於
進

人
、
賢
愚
同
滯
。
及
崔
祐
甫
代
之
、
未
期
年
、
除
吏
八
百
、
多
其
親
旧
、
其
曰
非

親
旧
、
莫
由
知
之
。
若
祐
甫
与
贄
、
真
可
与
論
皇
極
者
也
」
な
お
、
宋
代
に
お
け

る
陸
贄
評
価
は
、
田
中
秀
樹
『
朱
子
学
の
時
代
―
治
者
の
〈
主
体
〉
形
成
の
思

想
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
五
）
参
照
。

（
15
）	『
書
伝
』
君
牙
「
嗚
呼
、
予
読
穆
王
之
書
一
篇
、
然
後
知
周
德
之
衰
、
有
以
也
。

夫
昭
王
南
征
而
不
復
、
至
斉
桓
公
乃
以
問
楚
、
是
終
穆
王
之
世
、
君

而
賊
不
討

也
。
而
王
初
無
憤
恥
之
意
、
乃
欲
以
車
轍
馬
跡
、
周
於
天
下
。
今
観
君
牙
・
伯
冏

二
書
、
皆
無
哀
痛
惻
怛
之
語
、
但
曰
嗣
先
人
、
宅
丕
后
而
已
。
足
以
見
無
道
之

情
。
非
祭
公
謀
父
以
祈
招
之
詩
、
收
王
之
放
心
、
則
王
不
復
矣
。
呂
刑
有
哀
敬
之

情
、
蓋
在
感
悔
之
後
、
時
已
耄
矣
」

（
16
）	『
書
伝
』
の
作
成
時
期
に
関
し
て
は
、
注
（
１
）
所
引
拙
著
参
照

（
17
）	『
校
注
』
巻
六
、
五
四
八
頁
。
た
だ
し
、「
書
義
」
制
作
の
年
代
に
関
し
て
は
、
孔

凡
礼
『
蘇
軾
年
譜
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
）
に
は
言
及
が
な
い
。

（
18
）	『
校
注
』
巻
六
、
堲
讒
説
殄
行
「
書
云
朕
堲
讒
説
殄
行
。
伝
曰
君
子
之
所
為
、
為

可
伝
、
為
可
継
也
。
凡
行
之
不
可
伝
、
繼
者
、
皆
殄
行
也
。
堯
舜
之
所
堲
也
。
世

衰
道
喪
、
士
貴
苟
難
而
賤
中
庸
、
故
邪
慝
者
進
焉
。
斉
桓
公
欲
用
豎
刁
・
易
牙
・

開
方
三
子
。
管
仲
曰
、
三
子
者
自
刑
以
近
君
、
去
親
殺
子
以
求
合
、
皆
非
人
情
、

難
近
。
桓
公
不
聴
。
卒
以
乱
斉
。
斉
桓
、
賢
主
也
。
管
仲
、
信
臣
也
。
夫
以
賢
主

而
不
用
信
臣
之
言
、
豈
非
三
子
者
似
忠
而
難
知
也
歟
。
甚
矣
、
似
之
乱
真
也
。

…
。」

（
19
）	『
書
伝
』
皐
陶
謨
「
人
有
可
知
之
道
、
而
無
可
知
之
法
、
如
蕭
何
之
識
韓
信
、
此

豈
有
法
可
学
哉
。
故
聖
人
不
敢
言
知
人
、
軽
用
人
而
不
疑
、
与
疑
人
而
不
用
、
皆

足
以
敗
国
而
亡
家
、
然
卒
無
知
人
之
法
。
以
諸
葛
亮
之
賢
、
而
短
於
知
人
。
況
其

下
者
乎
。
人
主
欲
常
有
為
、
則
事
繁
而
民
乱
、
欲
常
無
為
、
則
政
荒
而
国
削
。
自

古
及
今
、
兵
強
国
治
而
民
安
者
無
有
也
。
人
之
難
安
如
此
、
此
禹
之
所
畏
、
堯
舜

之
所
病
也
」


